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1. 本替は、平成7年度に実施した高崎遺跡第17次調査の成果をまとめたものである。

2.発掘調査は多賀城市教育委員会が主体となり、多賀城市埋蔵文化財調査センターが担当した。

3.遺構番号は第1次調査からの連続番号である。

4.挿図中の数値 (m)は標高値を示している。

5.調査区の実測基準線は「平面直角座標系XJを使用して設定した。

6.土色は「新版標準土色帖J(小山 ・竹原 :1973)を参照した。

7.本替の執筆 ・編集は当センター職員の協力を得て武田他市が行った。また、追物の整理、実測図作成

に関しては、調査補助員である山川純一の協力を得た。

調査に関する諸記録および出土造物は、すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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1 .遺跡の地理的・歴史的環境

1 .遺跡の位置と地理的環境

高崎遺跡が所在する多賀城市は、仙台市の中心部から北東約10km

に位置している。南西部で仙台市、北西部で利府町、北東部で塩釜

市、南東部で七ヶ浜町とそれぞれ接しており、総面積は約1，966ha

である。

本市の地形についてみると、利府町の丘陵地帯に源を発する砂押

川を境に東側の丘陵地と西側の沖積地に大きく二分することができ

る。丘陵地は多賀城台地と称される海抜50m前後の低丘陵であり、

沖積地と接する付近では大小の谷が複雑に入り組んだ地形となって

いる。一方、沖積地は仙台平野の北東端部に位置し、海抜3--4m () 

の極めて平坦な地形を呈している。高崎遺跡はこのうちの丘陵西端

部に所在しており、特別史跡多賀城廃寺跡を取り込むように南北約

1.1km、東西約1.2kmの範囲を占めている。

2. これまでの調査成果

51¥出 、、、

本追跡では、これまで36次におよぶ調査を実施しており、縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代、中世、

近世の遺構や造物を発見している。その成果の概要については第3図のとおりである。

ll. 調査に至る経緯と調査経過

今回の調査は、高崎二丁目地内の宅地造成に係る事前調査として実施したものである。平成7年10月20

日、渡良建設株式会社(当時)から同地区における開発計画案および埋蔵文化財に係る発掘調査の依頼が

提出された。対象区内では、平成2年度 弟、どお白隠1齢 i手議以似艇
の試掘調査において中世の溝跡や小住穴、

古代の造物包含層などを発見しており、

これらの遺構が周辺に展開している可能

性が想定されることや、同地区の大部分

が掘削して造成される計画が提示されて

いたことから事前調査で対応する旨を回

答し、 11月30日に発掘調査委託契約を締

結した。

発掘調査は翌平成8年 1月5日から開

始した。調査に際して便宜上、東部の平

坦面を I区、北部の緩斜面を耳区、急激

に窪んでいる中央部から南半部をE区と

した。小雪が降る中、調査器材を搬入す
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るとともに、I区より重機による表土除去を開始した。現表土

下25"'30cmで、浅黄色粘質土層があり、その上面で竪穴住居と思

われる方形のプランとそれよりも新しい溝跡を確認した。 1月

8目、E区の表土除去を開始した。 I区同様、浅黄色粘質土上

面で、竪穴住居跡や小柱穴、構跡などの造構を確認した。

その後、大雪に見まわれながらも I区、E区の精査を行い、

1月16日までには概ね遺構の分布状況を把握した。その結果、

E区では西半部に竪穴住居跡が3軒認められ、中央部から東部

には円形 ・楕円形の小柱穴を主体とする掘立柱建物跡が分布す

ることが判明した。一方、I区では掘削される範囲に限って調

査区を設定したため、遺構の規模、性格等を明確にするには至

らなかった。そこで・開発業者に調査区の拡張について打診した

ところ快諾を得たため、1月17日より I区東部の表土除去を行

い遺構の検出を行った。さらに、平行してE区の表土除去およ

び遺構検出作業も開始した。精査の結果、I区では竪穴住居跡

2軒のほか、溝跡、土壌などを発見し、E区では北半部に溝跡

や柱穴が認められた。

Y : 14，514.000 (EWOO) 

⑥ 

E区

第4図 調査区配置図

1月18日、E区の遺構検出状況の写真撮影を行い、東部のSD1188・1189溝跡や西部のSD1194溝跡の

埋土除去を開始した。また、実測図作成用に、国土座標X: -189，660.000C = S N : 00)、Y: 14，514.000 

C= EW : 00)を原点とした 3mX3mのグリットを設定し、1月23日より1/20および1/100平面図の作

成を行った。 1月29日よりSBl195"'1200・1212掘建柱建物跡住穴の断割り調査を開始し、1月31日には

S 1 1186竪穴住居跡、2月9日にはS11202・1203竪穴住居跡の埋土除去を開始した。 2月29目、E区に

おける調査が概ね終了したため、全景写真撮影を行い、3月4日より竪穴住居跡床面の厚さやその下屈の

状況を確認する作業、および東部で検出したSK1228土壌の埋土除去を行なった。

その結果、S11202竪穴住居跡床面除去後にS11244竪穴住居跡を確認し、SK1228土壌埋土除去後に

S 11246竪穴住居跡を検出した。 一方、1• m区については、1月23日に造構検出状況の写真撮影を行っ
た。 2月1日より I区で検出したSD1206溝跡の埋土を除去し、2月9日からはそれよりも古いS11208・

1211竪穴住居跡の埋土除去を開始した。 2月16目、当初提示されていた 1• m区に関する開発計画案が変
更されたことを受け、道路部分となるE区を南側に拡張した。また、 I区は掘削範囲から完全に外れたも

のの、現在調査を行っている竪穴住居跡に関しては住居内埋土を除去し床面を検出した時点で一連の調査

を終了することで了承を得た。 2月27日、S11208竪穴住居跡埋土3層上面で、それよりも新しいS1 

1235竪穴住居跡を検出した。土層観察用に設定したベjレトで確認した結果、当初S11208酌て住居跡の1・

2層と考えていたものが、S11208・1235竪穴住居跡全てを覆う堆積層であり、S1 1235竪穴住居跡は

S 11208竪穴住居跡埋土3層より掘り込まれていたことを確認した。また、3月11日には、S1 1208・

1235竪穴住居跡の東側を巡るSD1214講跡がS11211竪穴住居跡北東隅より延びる外延溝であることが明

らかとなった。 E区では、2月23日より SD1230溝跡などの埋土除去を開始した。 1• n区と比べ遺構の

密度が少ないこともあり、3月7日には概ね調査を終了した。 3月13日、全体の調査がほぼ終了したため、

現地にて開発業者に対して発見した遺構の概要説明を行った。 3月14日、I区の全景写真を撮影するとと

もに、E区のS11246竪穴住居跡の補足調査を行った。 3月15日、小雨の降るなか発掘器材の搬出を行い、

本調査の一切を終了した。
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血 発見した遺構と遺物

今回の調査では、竪穴住居跡8軒、掘立柱建物跡9棟、柱列跡3条をはじめ土壌、溝跡、柱穴などを発

見した。また、これらの追構からは土師器、須恵器、赤焼き土器、施粕陶器、無紬陶器、古銭、鉄製品、

石製模造品などの造物が出土している。以下、調査区ごとに主な遺構と遺物について記載する。

1. 1. m区の調査成果
【SI 1208竪穴住居跡】 (第6・7・8・9図)

I区北半部の地山上で発見した竪穴住居跡

である。 S11235竪穴住居跡、SD1206・12

16溝跡、SK1245土墳と重複し、そのいずれ

よりも古い。住居中央付近がS11235に、北

西隅がSD1216により破壊されている。平面

tL=1100Om 

形は方形であり、規模は東辺約3.8m、南辺 B L =1l.000m 
S X1221堆積層

約4.2mである。方向は南辺で計ると、発掘

1-4:住居内堆積土
5-7 :周溝内堆積土 。

基準線に対して東で約8度北に偏している。

残存する壁高は東辺で12~26cmで、あり、ほぼ

垂直に立ちあがる。堆積土は7層に細分する

ことができる。 1 層が灰黄褐色士、 2 ~ 7 居

が褐色土であり、床面直上の4層に焼土及び
第6図 S 11208竪穴住居跡断面図

2m 

炭化物が多量に混入する。床面は褐色粘質土に地山が粒状に混入する貼床であり、南側から北側に向かっ

て緩やかに傾斜している。カマドは住居東辺北よりに付設されており、規模は燃焼部最大幅約40cm、奥行

き約55cm、 残存する側壁高は16~18cmで・ある。煙道は長さ約120cm、幅約20cm、 深さ 14~ 18cm ほどが残存

している。底面は住居外に向かつて緩やかに傾斜している。周溝は削平された北西隅以外すべてで確認し

ている。規模は上幅20~40cm、下幅8~20cmである。床面からの深さは 6 ~16cmであり 、 底面は南東から

北西に向かつて傾斜している。

造物は、周溝内から土師器杯 ・襲、須恵器杯 ・輩、堆積土4層から土師器杯・盤、須恵、器杯・高台付杯・

裂が出土している。土師器では調整が明らかなものはすべて非ロク口調整のものである。須恵器杯では底

部の切り離しが明らかなものはすべてへラ切りのものであり、底部あるいはその周縁に回転へラケズりや

手持ちへラケズリなどの再調整が施されるものが多い。

【SI 1235竪穴住居跡】 (第7・8・10・11図)

I区北半部のS1 1208竪穴住居跡上面で発見した。残存状態は良好であり、規模は東辺約2.3m、南辺

2.4m、西辺2.4m、北辺204mである。方向は南辺で計ると、発掘基準線に対して東で約9度北に偏してい

る。残存する壁高は東辺で49~51cmであり 、 ほぽ垂直に立ちあがる。堆積土は 7 層に細分することができ

る。 1• 2・5層が灰黄褐色土、3・4層がにぶい黄褐色土、6層が黒褐色粘質土、7層が褐色粘質土で

あり、6• 7層に焼土及び炭化物が多く混入している。床面は褐灰色粘質土に地山小プロックが混入する

貼床である。東側でやや凹凸がみられる以外はほぼ平坦である。また、北東隅では床面上に炭化物が多量
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怒号 l!f( ~IJ Jiij也 口径 底径 総高 特 徴 受録音il}
土師器.m}司 副昨 (11.4) 3ドロ9ロ 【内問】口縁部ヨヨナデ、体高官ナデ 【外商】口録音官ヨヨナデ、体部ヘラナデ 31 

2 須ill滋・阿; 周 溝 7.6 【底部】へラ切り 37 

3 m.1l!.:lIl・t事 問機 14.8 8.0 4.5 【底邸】へラ切り 33 
4 土師:r. ・ ~ 1-4 8.6 非ロヲロ 【Is:剖i】本紫綬 30 

s 須忠告昔 .If J -1 (1M) (9.6) 4.0 【底綴-f本部下錨1手持ちへラケズリ 27 

6 
，n .i[(器

1-1 (16.6) 11.6 3.8 【!i.'rlls】回転ヘラケズリ 35 Ifi台H係
7 須恵器 ・係 1-4 (12.8) (8.2) 3.5 【体1111下縫】手持ちへラケズリ 【底割l]へラ切り『手持ちへラケズ。 26 

8 !JìIE~ ・ R' 1-4 (13.8) (9.0) 3.4 【底~f~""'"体街rn出】 手持ちへラケズ。 25 

第 9図 S I 1208竪穴住居跡出土遺物

に堆積している部分を確認した。周溝は住居内を全周してお

り、規模は上幅15........30cm、下幅4----6 cm、床面からの深さは

20----28cmで、ある。堆積土は暗褐色粘質土を主体とし、地山小

ブロックが混入する。底面は南東から北西に向かつて緩やか

に傾斜している。住居中央部の床面上ではK-1土壌を検出

した。平面形は不整形であり、規模は長辺90cm、短辺30cmで

ある。 1-6 :住居内堆積土o 2m 

造物は、床面直上から須恵器杯、漆紙、K-1土域上面か

ら須恵器杯、台石、周溝内から土師器杯 ・費、須恵器杯、堆

7 周湾内土佐1習は l I I I I一「一一一一一ー|

第10図 S I 1235竪穴住居跡断面図

積土から土師器杯 ・輩、須恵器杯・葦 ・護、砥石、台石が出土している。土師器では調整が確認できるも

のはすべて非ロク口調整のものである。須恵器杯では底部の切り離しが明らかなものはへラ切りのものが

主体であるが、糸切り後回転へラケズリ調整が施されたものも 1点ある。

10 



2 

¥一一睡グ

7 

-お号 回目1I 焔 位 口径 成径 総 it'i 特

訂l思 2昔 . ~ 床値上 14.4 8.7 4.1 【底部】へラ切り

2 須.¥!(器 ・ 事事 K-1 15.0 9.0 3.8 【底部l】へラ切り

3 須恵2'11 ・4不 1-1 (14.2) (8.0) 3.4 【底割11-休部下池】回転へラケズリ
4 須息苦苦 ・高台{守I>l' 1-2 ([4.η (9.0) 4.8 【腹部】へラ切り

5 須.¥!( ~昔 ・ 1不 [-[ 05.3) 【9.8) 3.4 【底llfI]へラ切り
6 >Ji恋器 ・ 持; 1-1 (14.8) (7.6) 4.0 [H主剖nへラ切り
7 土 飾総 ・ 製 1-1 8.4 非ロクロ 【内面】へラナヂ [Ii!:鑓l】木M依

8 土 節器 ・ 錠 l (6.2) ~I;ロクロ 【内面}へラナデ {外面】ハケメ

9 砥 石 1-1

第11図 S I 1235竪穴住居跡出土遺物

【S11211竪穴住居跡】 (第7・8・12・13図)

I区北半部の地山面で発見した竪穴

住居跡である。SD1206溝跡と重複し、

く二コ

。

徴

それよりも古L、。調査区の範囲上、北

半部のみの確認にとどめたが、残存状

態は良好である。平面形は方形であり、

規模は北辺約3.7m、東辺2.4m以上で・

ある。方向は北辺で計ると、発掘基準

tL=11.400m i' I~3:住居内堆積土

4 1 4 : J司有毒内堆積土

9 

lOcm 

鐙録喬号

5 

6 
42 
43 

40 

41 

45 
46 
91 

E' 

線に対して東で約11度北に偏している。

残存する壁高は北辺で16~21cmであり、

ほぼ垂直に立ちあがる。堆積土は3居

o 2m 

第12図 S I 1211竪穴住居跡断面図
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。 内 ・ 外商話器イサ~:

10cm 

3 

¥〆
3 

特徴

Jドロ7ロ【l勾Ilii)へラミ ガキ ・拠色処llIl 【外ffii】へラミガキ .!臨色処理
Jドロ9ロ 【内磁】全簡に布寄付者 【外国】体部ハケメ、 口綾部ヨコナデ、体調iに漆1・m
Jドロクロ 【内面]体音[1ヘラナデ 【外面】体811ハケメ、口総務ヨコナデ

第13図 S I 1211竪穴住居跡出土遺物

に細分することができる。 1・2層がにぶい黄褐色土、3層が暗褐色土であり、3層に焼土及び炭化物が

多く混入する。床面は地山を連接床としており、おおむね平坦である。カマドは住居東辺に付設されてい

る。北側の側壁を検出したのみであるため正確な規模は明らかではないが、南側の側壁を北側のそれと対

称の位置に想定すると、燃焼部の最大幅約50cm、奥行き約45仰となる。残存する北側壁高は16""18cmであ

り、側壁の中央付近には焼土塊が埋め込まれていた。煙道は長さ約130cm、幅10""25cm、深さ16""30cmで

あり、先端部には径約30cmの煙出しピットが認められた。底面は住居外に向かつて緩やかに傾斜している。

周溝は未調査の南辺以外で確認している。規模は上幅15""20cm、下幅8""10cmであるが、北東および北西

隅では住居内に広く入り込んでいる。床面からの深さは7"" 12cmあり、北辺でみると中央付近が最も浅く、

北東隅にむかつて傾斜している。なお、本住居跡の周溝は北東隅で住居外にトンネル状に掘り込まれてお

り、SD1214溝跡と連結している。したがって、SD1214溝跡は本住居跡の外延溝であると理解できる。

S D1214構跡は、S1 1208・1235竪穴住居跡の東側を巡るように掘り込まれており、規模は上幅25""50cm、

下幅8........14cm、深さ45........52cmである。壁は鋭く立ち上がり、底面は南側から北側に向かつて傾斜している。

造物は、周溝内から土師器費、堆積土から土師器杯 ・費、外延溝から土師器杯が出土している(第13図)。

土師器では調整が確認できるものはすべて非ロク口調整のものである。このうち北東部の周溝埋土より出

土した饗(2)の内外面には多量の漆が付着していた。

【SD 1206溝跡】 (第8・14図)

I区中央部で発見した南北方向の溝跡である。 S11208・1211竪穴住居跡と重複し、それよりも新しい。

規模は長さ9.4m以上、上幅40........75cm、下幅25........40cm、深さ18........24cmである。方向は発掘基準線に対して、

12 



北で約32度東に偏している。堆積土は2層に区別することができ

る。 l層がにぶい賞褐色土、 2層が暗褐色土であり、共に炭化物、

焼土、地山ブロックを多く含む。

出土遺物は無紬陶器饗がある。体部の破片であるが、破損部分

が漆で補強されている。

【S01230溝跡】 (第8・15・16図)
第14図 S 01206・1214溝跡断面図

皿区北半部で発見した東西方向の溝跡である。位置や規模、方向なと‘から、平成2年度の確認調査で発

見した溝跡と一連のものであり(第39図〉、長さは14m以上になる。上幅約1.7m、 下幅40~60cm、 深さ 60

-70cmで-あり、方向は発掘基準線に対して、西で約25度北に偏している。堆積土は4層に区別することが

できる。 l 屈が黒褐色粘質土、 2~4 屈が灰色粘土の自然堆積土である。

造物は、無紬陶器鉢がある。

三f、1、 。 10cm 

。 2m 特 自世

【外i!ii]I本部へラケズリ

第15図 S 01230湾跡断面図 第16図 S 01230溝跡出土遺物

2. n区の調査成果
【SI 1186竪穴住居跡】 (第17・18・19図)

西半部の地山上で発見した竪穴住居跡である。 S11202・1244竪穴住居跡、SD1209・1210溝跡と重複

し、SD1209・1210溝跡よりも古く、S1 1202・1244竪穴住居跡よりも新しい。住居南半部が削平されて

おり、残存状況は悪い。平面形は方形であり、規模は北辺約5.4m、東辺4.3m以上である。方向は北辺で

計ると、発掘基準線に対して東で約29度南に偏している。残存する壁高は北辺で30-40c皿であり、ほぼ垂

直に立ちあがる。堆積土は2層に細分することができる。いずれも褐色土を主体としているが、 2層には

黒褐色土が多く混入している。床面は褐色土に地l上|小フeロックが混入する貼床である。やや凹凸があり、

北側から南側に向かつ て緩やかに傾斜している。周溝は削平された南辺以外で確認した。上幅25~30cm、

下幅15-25cmであり、北辺及び東辺では底面付近が外側に挟れている。床面からの深さは11-18cmであり、

底簡は北側から南側に向かつて傾斜している。

造物は、床面から須恵器饗、周溝内から土師器杯 ・盤、須恵器杯 ・杯蓋 ・壷、堆積土から土師器杯・費、

須恵器杯 ・高台付杯 ・護 ・甑が出土している(第19図〉。土師器は、調整が確認できるものは非ロク口調

整のものが大部分を占めるが、回転ハケメを施したロク口調整のものも数点認められる。須恵器は体部の

破片がほとんどであり、図化できたものは短頚壷 (2)と甑(12)のみである。このうち短頚査の内面及

び外面には漆が付着している。甑は口縁部~体部上位と底部~体部下半の破片であるが、器厚 ・色調 ・胎

土などから同一個体であると判断した。

13 
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内・外面漆付着
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d
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一寺 4 

てート--0

11 

。 10ω 

帯番号 樋 811 廠位 口径 底径 認高 特 徴 ft録怒号
土師蕗 ・ 係 周溝 ()1.0) 2.2 非ロ?ロ 【内筒】ヘラミガキ .)1A色処邸 【外面】へラケズリ ・へラミガキ ・黒色処恕 51 

2 須恵怒 ・ 量ま 周溝 (11.8) 内 ・外面に古書付il1 2 

3 土師繁 ・ 杯 l由 2 (13.6) (1.2) 3.8 非ロクロ 【内I街】へラミガキ ・緑色処理 【外面i】へラケズリ ・1眠色処鹿 7 

4 m旦l密 ・ 遊 )-2 (19.0) 外E百回転へラケズリ 53 

5 土簡潔 . f.l'1 ) 1 I (12.0) (1.2) 3.3 非ロク旬 【内面]"ラミガキ ・黒色処理 55 

6 土師諮 ・4不 )-) (15.4) (9.6) 4.0 非C?C 【内而】へラミガキ ・娘色処理 【外ilii】へラケズリ、告書付着 ω 
7 土師穆 ・ 1不 )-) (15.4) 2.7 非ロ 9ロ 【内蘭】ヘラミガキ .1.<<色処理 【外面】ヘラミガキ ・a色処思 56 

8 土師iIii ・ 杯 l ) I (16.6) (6.8) 7.4 非ロヲロ 【内面】〈ラミガキ ・黒色処聖書 【外面】へラミガキ ・銀色処思 59 

9 土師器 ・ 杯 )-) (20.0) (10.0) 6.2 非C?ロ 【内面】《ヲミガキ.m色処1lli 【外ilii】へラミガキ 58 

10 土舗器 ・ 5星 ) -1 (10.0) ロ?ロ 【内面】凪転ハケメ 【外部】回転ケズリ、回転ハケメ 300 

11 須.l!i :r.I ・ 甑 l 1 I (21.2) (10.8) 54 

第19図 S I 1186竪穴住居跡出土遺物
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【SI 1202竪穴住居跡】 (第17・20・21・22図)

西半部の地山上で発見した竪穴住居跡である。 S11186・1203・1244竪穴住居跡、SA1220柱列跡、S

D1209溝跡と重複し、S11186竪穴住居跡、 SA1220柱列跡、SD1209溝跡よりも古く、S11203・1244

竪穴住居跡よりも新しい。住居南西部が削平されているが、残存状況は良好である。平面形は方形であり、

N09 

N06 

N03 

A' 

SNOO 

S I 1202 

¥ゐ

。

。D 一
、⑤、pf

第20図 S 11202竪穴住居跡平面図

ー
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--; 
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引

F
↑
F' 
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P11A t主穴水糸高
L=1l.200m 。 2m 

第21図 S I 1202竪穴住居跡断面図

。I
。 10ω 

2 

特徴

非ロ7ロ 【1勾iiii】へラミガキ、烈色処.IlI! 【外i!nJ体部へラケズリ、口線邸ヨコナデ
4J!D '/ 0 【内面】体剖lヘラナデ 【外部】体協ヘラケズリ ・ハケメ、口縁部ヨヨナデ
~FD '1 0 【内節】体制lへラナデ、白紙珊;ョコナヂ 【外而】休館ハケメ、口総書事ヨコナデ

第22図 S 11202竪穴住居跡出土遺物

規模は北辺約4.7m、東辺約6.0mである。方向は北辺で計ると、発掘基準線に対して東で約28度南に偏し

ている。残存する壁高は北辺で44~46cmであり 、 ほぼ垂直に立ちあがる。堆積土は 5 層に細分することが

できる。 1・2層が暗褐色土、3層が黄褐色粘質土、 4層がにぶい黄褐色土、 5層が褐色土である。床面

は褐色粘質土に地山小ブロックが混入する貼床である。北半部でやや凹凸があるものの、おおむね平坦で

ある。カマドは住居北辺のほぼ中央付近に付設されている。規模は燃焼部の最大幅約50cm、奥行き約70cm

で、 残存する側壁高は約30cmで・ある。なお、 両側壁下には幅20~25cmほどの石が据えられており、カマド

19 



構築の際に側壁底面を補強したものと考えられる。煙道は燃焼部底面より約30cm上ったところから住居外

へ延びており、長さ約110cm、幅約35cm、深さ8-10cmほどが残存している。底面は住居の外側に向かつて

徐々に高くなっている。周溝は削平された南西部以外のすべてで確認している。上幅20-25cm、下幅12-

16cmであり 、 北辺及び東辺では底面付近が住居の外側に深く挟れている。床面からの深さは1O~12cmであ

り、底面は北西側から南東側に向かつて傾斜している。また、南東隅には住居外に延びる外延溝が僅かに

残存している。柱穴は7基検出しており、P1、2、3が主柱穴である。 P1・3は一辺約35cmの方形で、

あり、P2は長辺約35cmの不整-形である。柱痕跡はP2・3で確認しており、P2で径約14cm、P3で径

約18cmである。

遺物は、床面から土師器費、堆積土から土師器杯 ・護、須恵器杯 ・護が出土している。土師器は調整が

確認できるものは、すべて非ロク口調整のちのである。須恵器の出土嚢は極めて少なく 、堆積土l層から

破片4点が出土するのみである。

【SI 1203竪穴住居跡】 (第17・23・24・25図)

西半部の地山面で発見した竪穴住居跡である。 S11202竪穴住居跡、SB1212掘立柱建物跡、 SK1223 

土墳と重複し、そのいずれよりも古い。住居南西部が削平されており、残存状況は悪い。平面形は方形で

あり、規模は東辺約4.0m、北辺4.1m以上である。方向は東辺で計ると、発掘基準線に対して北で約34度

西に偏している。残存する壁高は北辺で'12-22cmであり、ほぼ垂直に立ちあがる。堆積土は自然堆積であ

り、2屈に細分することができる。 1層が褐灰色土、2居が暗褐色土であり、2屈に焼土及び炭化物が多

く混入する。床面はにぶい褐色粘質土に地山小プロックが混入する貼床であり、北側から南側に向かつて

緩やかに傾斜している。カマドは住居北辺やや東よりに付設されている。規模は燃焼部最大幅約40cm、奥

行き約75cmで、残存する側壁高は5-9 cmで、ある。燃焼部の中央付近には側壁と直交するように凝灰岩が

並べられており、支脚として使用されたものと考えられる。煙道は北辺に対して大きく西に傾いている。

長さ約90cm、幅約25cm、深さ 3-5 cmほどが残存しており、底面は概ね水平である。周溝は削平された南

西部以外で確認している。上幅15......，25cm、下幅8-12cmであり、北辺の一部及び東辺では底面付近が住居

外側に挟れている。床面からの深さは7-15cmであり、底面はほぼ水平である。柱穴は7基検出しており、

このうち対角線上にあるP1・3・6・7が主柱穴である。主住穴は長軸30"""'40cmほどの不整形あるいは

同規模の楕円形であり、全て

の柱穴で径14""'"18cmの柱痕跡

を確認している。なお、北辺

周溝と P6間で間仕切り溝を

l条確認した。上幅約15cm、

下幅約8cm、深さ約10cmであ

り、底面は平坦である。

造物は、床面から土師器饗、

石製模造品、堆積土から土師

器杯 ・費、石製模造品が出土

している(第25図〉。土師器

では調整が確認できるものは

' EL住蹄F'E幽 f'

。

1-4 :住居内堆積土
5 周溝内土佐積土

柱穴水糸湾

L=11.200m 
2m 

第23図 S I 1203竪穴住居跡断面図
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第24図 S I 1203竪穴住居跡平面図

すべて非ロク口調整のものである。このうち床面から出上した裂は最大径が胴部中央付近にある球形のも

のであり、ほぼ完形のものl点(2)、口縁部から体部にかけて残存するものl点(1)がある。石製模造品には

有孔円板 1点 (2)・剣1点 (5)・勾玉1点 (6)・臼玉32点 (8---20、写真図版10-5)がある。この

うち臼玉では、上師器裂の体部内面に19点が付着した状態で出上したものがある。また、それら製品のほ

かにも床面を中心に原石 ・未製品 ・薄片などが出土している。

【SI 1246竪穴住居跡】 (第17・26・27・28図〉

E区中央部の地山上で発見した竪穴住居跡である。 SK1228 ・ 12~0上城と重複し、 これらよりも古い。

住居南半部が削平されており、北半部もSK1228土墳によって上面の大部分が破櫨されている。平面形は

方形であり、腕艇は東辺4.9m以上、北辺4.0m以上である。 }j向は東辺で計ると、発掘基準線に対して北
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第25図 S 11203竪穴住居跡出土遺物
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S I 1203出土遺物観察表
番号 種別 膚位 ロ筏 底径 おお 特 徴 まま録番号

土 師~ . J車 床底上 (18.2) 
ゴドロヲロ 【内ilol休部ヘラナデ、ロ綾部ハケメ ・3::1ナデ ω 

【外国】{宇宙lハケメ、へラミガキ、ロ縁部ヨヨナデ

2 土師~ ・ 捜 床砥よ 7.2 
1ドロ 9ロ 【内面】休部へラナデ、ロ録剖13::rナヂ

67 
【外商】体制iハケメ、へラミガキ ・ナデ、 ロ縁筒1ハケメ ・3:>ナヂ

土 師器 ・ 杯
方マド
(15.8) 

非ロタロ 【内部1体制1ヘラミガキ、ロ縁部ヨコナデ
66 3 

胸詰Z土 【外在日】休部へラミガキ、ロ縁8IIEt::rナデ

4 石製l真造品・円ti 床直上 /i:c;大錨 :3.7、 般大崎~ : 0.3 22 

5 石製1真造品 ・剣 床砥上 般大長 :5.25、般大幅 :2.45、llX大原 :0.4 23 

6 石製I毘遺品・勾玉 1-1 般大良・ 5.7、Al大幅 ・3.85、股火原 :0.5 24 

7 石製撹造品 1-L 円盤か 227 

8 臼 玉 床面証上 Iil大経 :0ι5、E語大l事:0.2 171 

9 臼 玉 床磁よ 続大i王:0ム Al7¥，厚 :0.2 177 

10 臼 玉 w底上 Il'l大慾 :0.5、最大l事:0.45 178 

11 臼 玉 床値上 厳大径・ 0.45、般大厚 0.2 182 
12 臼 玉 床底上 Il'l大11・0.5、役大摩:0.2 183 

13 臼 五 床瓜よ 般大経企0.4、銀大摩 ・0.3 184 

14 臼 玉 床砥上 般大筏・0.4、/ii(大原:0.2 188 

15 臼 玉 床砥」ニ 般大i呈・ 0.5、最大l軍・ 0.35 179 

16 臼 玉 床値上 愈大径 0.5、.Q大原 :0.2 180 

17 臼 玉 床磁上 41大後:0.45、Q大i草・0.3 181 

18 臼 五 床値上 般大径・0.45、般大厚 :0.3 185 

19 臼 玉 Ll<u:I上 般大筏 :0.45、般大厚 :0.2 186 

20 臼 玉 床値上 般大径 :0.45、III大原;0.1 187 

で約44度西に偏している。残存する壁高は北辺で10，....，17cmで、あり、ほぼ垂直に立ちあがる。堆積土は自然

堆積であり、3層に細分する

ことができる。 1• 2層が黒

褐色土、3層がにぶい黄褐色

土であり、3層に焼土 ・炭化

物が粒状に混入している。床

面は褐灰色粘質土に地山小ブ

ロックが混入する貼床である。

凹凸はほとんど見られず、北

側から南側に向かつて緩やか

に傾斜している。周溝は北辺

及び東辺で確認している。上

P 1 
B B' 
←柱痕跡「

P2 
c C' 
ト→L=11.600m 
柱痕跡

。

1 :SK1247堆積土
2-3:SK1228堆積土
4 -6 : S 11246住居内堆積土
7 : S 11246周溝内堆磁土

2m 

第26図 S 11246竪穴住居跡他断面図

幅20--35cm、下幅12，....，20cmであり、北辺では底面付近が住居外側に挟れている。床面からの深さは12--22

cmあり、底面は北東側から南西側に向かつて傾斜している。また、 北辺周溝からは住居内に延びる溝跡を

2条確認している。このうち南側のD7溝跡には30cmx 15cmの切石6個が葦をするように付せられていた。

柱穴は6基検出しており、このうちP1・2が主柱穴である。いずれも不整形であり、 Plが長軸約55cm、

深さ約50cm、P2が長軸約60cm、深さ約70cmである。住痕跡は共に径15cmほどの円形である。底面には非

常に締まりのある褐灰色粘質土が均質に敷かれており、断面観察より柱はその上面に据えられていたこと

を確認している。また、北側の周溝底面より P3・4・5、東側の周溝底面より P6と40cmX20cmの平坦

な石を検出している。P3--6の規模は径18--25cmほどの楕円形であり、深さは10cmほどである。これら

は検出面および位置関係などから壁柱穴である可能性が考えられる。

遺物は、周溝内から土師器裂、堆積土から土師器杯 ・聾 ・甑が出土している。土師器では調整が確認で

きるものはすべて非ロク口調整のものである。

【S1 1244】 (第17図)

西半部の地山面で発見した竪穴住居跡である。 S11186・1202竪穴住居跡と重複し、それらよりも古い。
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第28図 S 11246竪穴住居跡出土遺物

住居の大半が破壊されており、床面と西辺および北辺周溝が僅かに残存するのみである。平面形は方形と

推測され、規模は西辺2.7m以上、北辺1.7m以上で、ある。方向は西辺で計ると、発掘基準線に対して北で

約31度東に偏している。 床面は褐色粘質土に地山小ブロックが混入した貼床である。周溝は、 上幅15~40

cm、下幅8~12cmである。床面からの深さは 6 ~12cmあり、底面はほぼ平坦である。

遺物は出土していない。

【SB 1187掘立柱建物跡】 (第17・29図)

中央部の地山上で発見した南北2問、東
S 
-一寸

西 1聞の掘立柱建物跡である。柱穴はすべ

て検出しており、そのうち南西隅の柱穴以

外で柱痕跡を確認している。 平面規模は北

側柱列で3.4m、東側柱列で‘総長2.94m、

柱聞が南より1.22m・1.72mである。方向

は東側柱列で計ると、発掘基準線に対して、

北で約22度東に偏している。柱穴は長辺65

~75cm、短辺50--60cmの方形であり、残存

西側柱列

東側柱列。 2m 

第29図 S B 1187掘立柱建物跡断面図

する深さは約10cmである。埋土は褐色粘質土を主体とし、明黄褐色地山ブロックが多量に混入している。

柱痕跡は径約15cmの円形である。

造物は出土していない。
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【SB 1195掘立柱建物跡】 (第17図〉

東半部の地山上で発見した東西2間以上、南北1閣の東西棟掘立柱建物跡である。柱穴は6基検出して

おり、そのすべてで柱痕跡を確認した。平面規模は桁行が北側柱列で総長4.42m以上、柱聞が西から2.26

m・2.16m、南側柱列で、総長4.33m以上、柱間が西から2.17m・2.16mである。梁行は西妻で3.74mである。

方向は北側柱列で計ると、 発掘基準線に対して西で約28度北に偏している。柱穴は径35~38cmの楕円形で

あり、残存する深さは30---50cmである。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐灰色粘質土、暗褐色土、に

ぶい黄褐色粘質土、黄褐色地山小ブロックが混入している。締まりは非常に強い。柱痕跡は径約15cmの円

形である。

造物は、出土していない。

【SB 1198掘立柱建物跡】 (第17・30図)

東半部の地山上で発見した

東西3問、南北1聞の東西棟

掘立柱建物である。 S81199・

1207掘立柱建物跡と重複し、

前者よりも古い。住穴はすべ

て4食出しており、そのうちの

7基で柱痕跡を確認した。平

面規模は桁行が北側柱列で総

長5.60m、柱間が西から1.83

W 
←-L=11.300m 

南側柱列 。

第30図 S B 1198綴立柱建物跡断面図

E 
-ーー唱

2m 

m .3.77m (2間分)、南側柱列で‘総長5.44m、柱聞が西から1.87m・1.81m • 1. 76mである。梁行は西妻

が3.69m、東妻が3.70mである。方向は北側柱列で計ると、発掘基準線に対して西で約31度北に偏してい

る。柱穴は径30---40cmの楕円形あるいは長辺20.-.-35cmの方形で、あり、残存する深さは20---40cmである。埋

土は黒褐色粘質土が主体であり、暗褐色粘質土、明黄褐色地山小プロックが多く混入している。締まりは

強い。柱痕跡は径8---15cmの円形である。

造物は出土していない。

【SB 1199掘立柱建物跡】 (第17・31図〉

東半部の地山上で発見した
W 

東西3問、南北1聞の東西棟 ←L=11.600m 

掘立柱建物跡である。 SBll

98・1207掘立柱建物跡と重複

し、前者よりも新しし、。住穴

はすべて検出しており、その

うちの7基で柱痕跡を確認し

た。平面規模は桁行が北側住

南側柱列
。

第31図 S B 1199掘立柱建物跡断面図

E _， 

2m 

列で総長約5.8m、柱聞が西から1.87m・2.13m・約1.8m、南側柱列で、総長5.35m、柱聞が西から1.52m・

2.17m・1.66mである。梁行は西妻が3.57m、東妻が約3.6mである。方向は北側柱列で計ると、発掘基準

線に対して西で約14度北に偏している。柱穴は径30---45cmの楕円形あるいは長辺約40cmの方形であり、残

存する深さは1O~50c皿である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり 、 明黄褐色地山小プロックが多く混入し
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ている。柱痕跡は径10-15cmの円形である。

造物は出土していない。

【SB 1200掘立柱建物跡】 (第17図)

東半部の地山上で発見した東西1間以上、南北 l間の東西棟掘立柱建物跡である。 SB1197掘立柱建物

跡と重複しているが、新旧関係については明らかでない。柱穴は4基検出しており、そのすべてで柱痕跡

を確認している。平面規模は桁行が北側柱列で2.57m以上、梁行は西妻で2.53mである。方向は北側柱列

で計ると、発掘基準線に対して西で約30度北に偏している。柱穴は径30cm前後の楕円形あるいは一辺約30

cmの方形であり、残存する深さは12-30cmである。埋土は黄灰色粘質土を主体とし、炭化物及び明黄褐色

地山が粒状に若干混入している。締まりは強い。柱痕跡は径約15cmの円形である。

造物は出土していない。

【SB 1207掘立柱建物跡】 (第17図)

東半部の地山面で発見した東西2問、南北l閣の東西棟掘立柱建物跡である。 SB 1197・1198・1199掘

立柱建物跡と重複しているが、新旧関係は明らかでなし、。柱穴はすべて検出しているが、柱痕跡は確認で

きなかった。また、南側柱列は後世の撹乱によって上面を大きく削り取られており、検出面で北側と約

40cmの高低差がある。平面規模は柱位置を柱穴の中心に想定すると、桁行が北側柱列で総長約5.9m、柱

聞が西から約3.1m・約2.8m、南側柱列で総長約5.5m、柱聞が西から約2.8m・約2.7mである。梁行は西

妻が約3.4m、東妻が約3.5mである。方向は北側柱列で計ると、発掘基準線に対して西で約13度北に偏し

ている。柱穴は残存状況の良い北側柱列でー長径45-50cmの楕円形あるいは同規模の不整形をしており、残

存する深さは30-35cmで-ある。埋土は黒褐色粘質土を主体とし、明黄褐色地山小プロックが多く混入して

いる。

造物は出土していない。

【SB 1197掘立柱建物跡】 (第17図)

東半部の地山面で発見した東西3問、南北l問の東西棟掘立柱建物跡である。 SB1207掘立柱建物跡、

S K1222土墳と重複し、後者よりも古い。柱穴はすべて検出しているが、柱痕跡は確認できなかった。平

面規模は柱位置を柱穴の中心に想定すると、桁行が北側柱列で、総長約6.4m、柱間が西から約2.1m・約2.2m・

約2.1m、南側柱列で総長約6.5m、柱聞が西から約2.3m・約2.2m・約2.0mである。梁行は西妻で‘約3.8m、

東妻で、約3.9mである。方向は北側住列で計ると、発掘基準線に対して西で約21度北に偏している。柱穴

は長径40-50cmの楕円形あるいは一辺30-40cmの方形をしており、残存する深さは45-65cmで、ある。埋土

は黒褐色粘質土が主体であり、灰黄褐色粘質士、明黄褐色地山小ブロックが多量に混入している。締まり

は強t'。

遺物は出土していない。

【SB 1196掘立柱建物跡】 (第17図)

東半部の地山上で発見した東西3問、南北1聞の東西棟掘立住建物である。 SD1188溝跡と重複し、そ

れよりも新しし、。柱穴はすべて検出しており、そのうちの2基で柱痕跡を確認した。また、本建物跡柱穴

上面には黒褐色土を主体とする長径80-110cm、短径約40cmの長楕円形の浅い窪みがあり、柱穴本体はこ

れを掘り下げた後で検出した。平面規模は柱位置を住穴の中心に想定すると、桁行が北側柱列で総長5.70

m、柱間が西から約2.1m・約1.6m・約2.0m、南側柱列で‘総長約5.5m、柱聞が西から約1.8m・約1.7m・
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約2.0mである。梁行は西妻で約3.7m、東妻で、約3.4mである。方向は北側柱列で計ると、発掘基準線に対

して西で約29度北に偏している。柱穴は長径40"'60cmの楕円形であり、残存する深さは25，.....，55cmで‘ある。

埋土は黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄褐色粘質士、明黄褐色地山小ブロックが多量に混入している。

締まりは強い。柱痕跡は径約12cmの円形である。

造物は出土していない。

【SB 1212掘立柱建物跡】 (第17・37図)

中央部の地山上で発見した東西4問、南北l間の東西棟掘立柱建物跡である。西妻と北側柱列西から 2

問自にかけては、それぞれ1間分の張出しが付く。 S11203竪穴住居跡、SK1228土墳と重複し、それよ

りも新しい。柱穴はすべて検出しており、そのうちの13基で柱痕跡、1基で柱抜取穴を確認している。身

舎の平面規模は桁行が北側柱列で総長8.84m、柱聞が西から2.21m・2.24m・2.20m・2.19m、南側柱列で

総長9.04m、柱聞が西から4.55m(2間分〉 ・4.49m (2間分)である。梁行は西妻で3.70m、東妻で3.99

mである。北側の張出しは身舎より1.09"'1.11mあり、総長5.68m、柱聞が西から1.18m・2.47m・2.03m

である。西側の張出しは身舎より0.82"'1.18mあり、柱聞は4.15mである。方向は身舎北側柱列で計ると、

発掘基準線に対して西で約23度北に偏している。柱穴は長径20，.....，35cmの楕円形または長辺35"'40cmの方形

であり、残存する深さは15"'70cmほどである。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄褐色粘質土、

オリープ褐色土、明黄褐色地山小プロックが多量に混入している。締まりは強い。柱痕跡は径10"'16cmの

円形である。

造物は出土していない。

【SA 1220柱列跡】 (第17・32図)

西半部で発見した南北2聞の柱列跡である。 S11202竪穴住居跡、SD

1194溝跡と重複し、前者より新しく、後者よりも古い。検出した柱穴のう

ち、2基で柱痕跡を、 l基で柱抜取穴を確認した。規模は総長約4.1mで‘あ

り、柱間は北側から l間分が1.95mである。方向は発掘基準線に対して、北

で約24度東に偏している。柱穴は一辺約90cmの方形であり、残存する深さ

は20"'50cmである。埋土はにぶい黄褐色粘質土が主体であり、暗褐色粘質

土、黒褐色粘質土、明黄褐色地山プロヅクが多量に混入している。締まり

は強い。柱痕跡は径20cm前後の円形である。

遺物は出土していない。

【SA 1248柱列跡】 (第17図)

中央部の地山上で発見した南北2聞の柱列跡である。 S11246竪穴住居跡、SK1228と重複し、 S112 
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第32図 S A 1220北端柱穴

46竪穴住居跡よりも新しく 、SK1228よりも古い。北端部柱穴は大部分が後世の撹乱によって破壊されて

いる。検出した柱穴のうち、 l基で柱痕跡、を確認した。規模は総長約6.4mと推測される。方向について

も明確には示し得ないが、発掘基準線に対して北で約33度前後東に偏していると考えられる。柱穴は一辺

70"'100cmの方形であり、残存する深さは約30cmである。埋土は黄褐色粘質土を主体とし、暗褐色粘質土、

明黄褐色地山ブロックが多量に混入している。締まりは強い。柱痕跡は径20cmの円形で・ある。

造物は出土していない。
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【SA 1249柱列跡】 (第17・33図)

中央部の地山上で発見した東西4間

の柱列跡である。 SB 1212掘立柱建物

跡、 SK1228土境、SA1248住列跡、と

重複し、 SB 1212掘立柱建物跡、 SK

1228土壌よりも新しい。 3基の柱穴で

柱痕跡を、 2基の柱穴で住抜取穴を確

認した。柱抜取穴の中心に柱位置を想

実寸

第33図 S A 1249柱列西より 2間目横穴出土遺物

定すると、規模は総長約8.9mであり、柱聞は西から約2.5m.2.20m・約2.1m・約2.1mである。方向は発

掘基準線に対して、西で、約22度北に偏している。柱穴は長辺35~40cmの方形であり 、 残存する深さは約

22~50cmである。埋土は黒褐色粘質土が主体であり 、 オリーブ褐色土、 明黄褐色地LlJ小フeロックが混入し

ている。締まりは強い。柱痕跡は径1O~15cmの円形で、ある。

遺物は、西から 2問自の柱穴から永楽通宝3枚、不明銭l枚が出土している。

【S01188溝跡】 (第17・38図〉

東半部で発見した東西方向の溝跡である。 SB1196掘立柱建物跡と重複し、それよりも古L、。規模は長

さ約4.7m、上幅40~85cm、 下幅20~40cm、深さ 4 ~ 8 cmである。方向は発掘基準線に対して、西で約

29度北に偏している。埋土は 1層であり、黒褐色粘質土を主体としている。

造物は、龍泉窯系青磁碗(図版38-2)が出土している。

【S01194溝跡】 (第17・34・35図)

西半部で発見した南北方向の構跡で

ある。 SA1220柱列跡と重複し、それ

よりも新しし1。規模は長さ6.3m以上、

上幅1.4~1.5m、下幅O.8~ 1.1m、深

tL=11700mlJ 

。 2m 

さ 12~28cmである。方向は発掘基準線 第34図 S D1194溝跡断面図

に対して、北で約24度東に偏している。

埋土は2層に区別することができる。 1層が黒色土、 2層が褐色粘質土

であり、 1層には炭化物が小ブロック状に多量に混入している。

遺物は、第l層より元豊通宝1枚が出土している。

【S01209溝跡】 (第17図・36図)

実寸

|番号 | 極 別 | 径 |笠録番号 |

l l I 元怨 迎 ~I 2.4 I lO I 

第35図 S D 1194溝跡出土遺物

E区西半部で発見した南北方向の溝跡である。S11202竪穴住居跡、と重複し、それよりも新しし1。規模

は長さ 10.6m以上、上幅O.65~1.3m、下幅40~60cm、深さ 25~36cm で・あ

る。方向は発掘基準線に対して、北で約36度東に偏している。埋土は2

層に区別することができる。共に黒褐色土を主体としており、 l層には

炭化物が多く含まれている。

造物は、平瓦 IA類、丸瓦IIB類が出土している。
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第36図 S D 1209遺徳断面図





【S01210溝跡】 (第17図)

E区西半部で発見した南北方向の溝跡である。 S11186竪穴住居跡と重複し、それよりも新しい。規模

は長さ7.4m以上、 上幅55~70cm、 下幅20~40cm、深さ 2 ~18cmである。方向は発掘基準線に対して、北

で約34度東に偏している。埋土は1層であり、暗褐色土を主体としている。

造物は、平][IA類 ・TIB類、丸瓦E類が出土している。

【SK 1288土塘】 (第17・27図)

中央部で発見した不整形の土城である。S11246竪穴住居跡、 SB 1212掘立柱建物跡、 SA1248・1249

柱列跡と重複し、S11246竪穴住居跡、 SA1248柱列跡より新しく 、SB 1212掘立柱建物跡、 SA1249柱

列跡よりも古い。平面形は不整形であり、東西約10m、南北5.5m以上、 深さ O.1~O.15m である。 埋土は

にぶい黄褐色土を主体と し、地山、炭化物が多量に混入する人為堆積である。

造物は、無紬陶器饗の体部破片が出土している。
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第38図 E区溝・小柱穴出土遺物
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W 考察

今回の調査では竪穴住居跡8軒、 掘立柱建物跡9棟、柱列3条、溝跡11条、その他土境や多数の小柱穴

を発見した。これらは出土した造物や造構の新旧関係より、(1)古墳時代、(2)奈良 ・平安時代、 (3)中世

以降に大別することができる。以下では、時代別に年代を検討し、その後これらの遺構の性格について若

干の考察を加える。

1 .遺構の年代

(1 ) 古墳時代

E区西半部で発見した、 S11202・1203・1244竪穴住居跡がある。

S I 1202竪穴住居跡では、床面から非ロク口調整の土師器袈が出土している。口縁部と体部の境に段が

認められ、ロ縁部は短く外反する。調整は口縁部がヨコナデ、体部外面が縦方向のハケメである。一方、

堆積土1層からも非ロク口調整の土師器杯 ・裂が出土している。このうち杯は、口縁部と体部の境に段を

有し口縁部が垂直に立ちあがるものと、口縁部が外反して立ち上がるものがある。器面調整は口縁部がヨ

コナデ、段より下がへラケズリである。裂は小型のものであり、ロ縁部と体部の境に段が認められ、体部

外面に縦方向のハケメを施すものである。このような土器は、いずれも古墳時代後期に位置付けられてい

る栗囲式期のものと類似していることから、S11202住居跡もその頃のものであると考えられる。

S I 1203竪穴住居跡では、床面および堆積土l層から非ロク口調整の土師器杯・護が出土している。床

面から出土した盤は、体部の最大径がほぼ中央部にある球形のものである。口縁部は短く外反し、器面調

整は口縁部がヨコナデ、体部外面がハケメ ・へラミガキ ・ナデ、体部内面がへラナデである。堆積土1居

から出土した土師器杯は体部が内湾し、口縁部がやや内側に傾くものである。器面調整は口縁部がヨコナ

デ、体部内 ・外面がへラミガキである。このような土器は古墳時代中期に位置付けられている南小泉式期

の土器群に見られるものであり、床面から出土した翠の特徴はより古い様相を示すとされる山王遺跡八幡

地区SX230遺物包含層出土土器(註1)や同西町浦地区SX058遺構出土土器(註2)のものと類似して

いる。ただし、本住居では出土した遺物の器種が少なく比較できる資料に限界があるため、ここでは大き

く古墳時代中期の年代で捉えておきたい。

S I 1244竪穴住居跡については、粟囲式期としたS11202竪穴住居跡よりも古いことから、それ以前の

ものである。

(2) 奈良 ・平安時代

I区のS11208・1211・1235竪穴住居跡、E区のS11186、1246竪穴住居跡、 SB1187掘立柱建物跡、

S A1220・1248柱列跡がある。このうち竪穴住居跡では出土した土師器のほとんどが非ロク口調整のもの

であることから、いずれも8世紀代におさまるものと考えられる。

【竪穴住居】

S I 1208竪穴住居跡では、床面直上の4層および周溝内から非ロク口調整の土師器杯 ・饗、須恵器杯・

高台付杯 ・護が出土している。須恵器杯では底部の特徴が明らかなものが9点あり、その内訳はへラ切り

無調整のものが2点、ヘラ切り後手持ちへラケズリが施されたものが4点、へラ切り後腹部周縁に回転へ

ラケズリが施されたものが1点、全面に手持ちへラケズリが施されたものが1点、全面に回転へラケズリ
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が施されたものが1点である。底部の切り離しはすべてへラ切りに隈られており、再調整が施される割合

が半数以上を占めている。また、口径に対する底径の比率をみると60%を超えるものが多い。本遺跡周辺

でこのような特徴を持つ須恵器杯は、山王遺跡八幡地区50180B溝跡出土土器(註3)、同伏石地区506

77溝跡出土土器(註4)に類例があり、ともに8世紀中葉頃の年代が与えられている。したがって、本住居

跡についても同様の年代が考えられる。

5 1 1235竪穴住居跡は、 8世紀中葉頃とした511208竪穴住居跡と重複しそれよりも新しい住居跡であ

る。遺物は床面から須恵器杯、堆積土1層から非ロク口調整の土師器杯 ・盟、須恵器杯 ・蓋 ・護が出土し

ている。このうち須忠器杯ではへラ切り無調整のものが主体を占めており、再調整が施されるものは少な

い。また、堆積土出土の土師器にロク口調整のものが全く含まれないことから、9世紀には下らないもの

と考えられる。したがって、本住居跡の年代は8世紀後葉頃であると推測される。

5 11211竪穴住居跡では、周構および501214外延溝から非ロク口調整の土師器杯・聾が出土しており、

外延溝出土の土師器停には体部外面に段が確認できる。体部外面に段を形成する土師器杯は8世紀中葉頃

の年代が与えられている山王遺跡八幡地区50180B出土土器や伏石地区50677瀞跡出土土器に確認でき

ることから、本住居跡の年代もその頃のものと考えておきたい。

5 1 1186竪穴住居跡では周溝および堆積土1・2層から非ロク口調整の土師器杯 ・費、ロク口調整の土

師器費、須恵器杯 ・高台付杯 ・袈 ・甑が出土している。住居跡の残存状況から判断すると、堆積土1・2

層は住居廃絶後さほど時閣を経過しないうち堆積したものと考えられることから、これらの土器は住居廃

絶時の年代を反映するものと考えられる。土師器杯はいずれも底部平底のものであり、体部には段や沈線

などは認められない。裂は非ロク口調整のものが主体を占めるが、内面に回転ハケメを施したロクロ調整

のものも数点認められる。須恵器杯ではへラ切りのものが1点認められる。このうち土師器杯の特徴をみ

ると、 8世紀中葉頃とされている山王遺跡八幡地区501808出土土器などよりは新しく 、国分寺下層式

期末頃とされる名取市消水遺跡第58号住居跡出土土器(註5)と類似する。したがって、本住居跡出土土

器の年代については8世紀後葉~末頃であると考えられ、住居跡についても概ね同様の年代が推測される。

5 1 1246竪穴住居跡では、堆積土1層から非ロク口調整の土師器杯 ・聾 ・甑が出土している。このうち

土師器杯は平底で体部に段や沈線は認められず、511186住居跡のものと類似する。したがって、本住居

跡の年代については8世紀後葉~末頃のものと考えておきたい。

【掘立柱建物跡 ・柱列跡】

5 B1187掘立柱建物跡と 5A1220・1248柱列跡がある。いずれも方向をほぼ揃えていることや、柱穴の

規模が一辺60cm以上の方形を基調とし黄褐色の粘質土に地山プロックが多量に混入することなどから、同

時期に存在していた可能性が高い。年代は、SA1248が新旧関係で8世紀後葉~末頃としたS11246竪穴

住居跡より新しいことから、 9世紀以降であると考えられる。

(3)中世

I区で検出した5D1206溝跡、 E区で検出した5B1195・1196・1197・1198・1199・1200・1207・1212

掘立柱建物跡、5A1249住列跡、501194・1209・1188溝跡、5K1228土壌、E区で検出した501230溝

蹴ゆtある。

【掘立柱建物跡 ・柱列跡】

いずれも円形および締円形を基とした径30~40crnの柱穴であり、埋土は黒褐色正体の粘質土に地山小ブ
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ロッ クが若干混入している。柱列の方向より、以下のa群、b群、c群に細分できる。

a群 :発掘基準線に対して西で30度以上北に傾くのも S B1198・1200

b群 :発掘基準線に対して西で20--30度北に傾くもの S B1195・1196・1197・1212・SA1249 

c 群 : 発掘基準線に対して西で10~20度北に傾くもの S B1l99・1207

これらの重複関係については、SB1198 (a群)→SB 1199 (c群)、SB 1212 (b群)→SA1249 

(b群)が判明しているものの、それ以外については明らかでない。

年代についてみると、SA 1249柱列跡は、西から 2問自の柱穴から「永楽通宝J(初鋳1408年)が 3点

出土しており、15世紀以降であると考えられる。 SB 1212掘立柱建物跡は新旧関係でSA1249よりも古い

ことから、それ以前のものである。 SB 1196・1207掘立柱建物跡は13世紀以降のSD1188と重複し、それ

よりも新しいことから、それ以降であると推測される。その他の建物跡については、出土迫物がなく他の

遺構との重複関係もないことから、年代を明らかにすることはできなかった。しかし、円形、楕円形を基

調とした小形の柱穴は中世以降の建物跡に多く認められるものであり、さらに各柱穴から出土した造物に

近世以降のものが全く含まれていないことから、こ こでは概ね中世のものと捉えておきたい。

【溝跡】

S 01194溝跡は中世の建物群とおおよそ方向を揃えていることや 「元豊通費J(初鋳1078年)が出土し

ていることなどから、中世の範鵠と捉えることができる。S01209溝跡も埋土や規模、方向がSD1194と

類似することから、それと同時期のものと考えておきたい。S01230溝跡からは常滑窯の偏年(註6)で

6a型式のものと類似する無紬陶器鉢が出土しており、13世紀中葉以降の年代が推測される。 S01188溝

跡からは大宰府偏年(註7)の1-5 bと類似する龍泉窯系青磁碗が出土していることから、13世紀初頭

~前半以降の年代が考えられる。 S01206溝跡からは無紬陶器裂が出土しており、中世以降のものと推測

できる。

【土墳】

S K 1228土壌からは無紬陶器聾の体部破片が出土している。遺構の新旧関係で15世紀以降としたSA

1249やそれ以前としたSB1212よりも古いことから、ここでは15世紀以前のものと考えておきたい。

2.遺構の性格

【竪穴住居跡】

出土造物から性格が推測されるものには、S11186・1203・1211・1235竪穴住居跡がある。

S 11203は古墳時代中期の住居跡である。造物は土師器のほかに石製模造品の円盤・剣・勾玉が各1点、

白玉が32点(内18点が土師器饗の内面に付着)、模造品の原石2点、未製品3点、景Ij片20点以上が出土し

ている。同時期の住居跡から模造品および原石、来製品等が出土した例は、本追跡西側に位置する山王遺

跡西町裏地区のS1070・071住居跡(註8)がある。S1070からは、石製模造品の円板 3点、白玉 1点

のほかに未製品や砥石が出土しており、S1071からは模造品の原石となる滑石と剥片が出土 している。

これらの住居は石製模造品の工房跡と考えられていることから、本住居跡についても同様の工房であった

と推測される。

S 11186・1211・1235は8世紀中葉および後葉頃の住居跡である。S11186・1211では周溝底面から漆

付着土器が出土している。 S11186出土のものは須恵器壷の口縁部~体部の破片であり、S1 1211出土の
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ものは土師器懇である。いずれも内面全体に多量の漆が付着しており、藤容器として使用されたものと考

えられる。 S11235では床面直上からほぼ半円の状態で漆紙が出土している。本調査区周辺では、高崎追

跡弥勅地区、市川橋遺跡水入地区、同浮島地区、山王遺跡八幡地区などで漆紙文書や漆付着土器が多く出

土している。このうち高崎追跡弥勤地区では9世紀後半頃の竪穴住居跡から漆紙文書が出土しており、漆

工房の可能性が指摘されている。一方、市川橋遺跡浮島 ・水入地区や山王遺跡八幡地区では、溝跡や土墳

から漆紙文書や漆付着土器など多くの漆関連の造物が出土しており、周辺に漆工房の存在が推測されてい

る。今回発見したS11186・1211・1235住居跡については、漆紙や漆付着土器が住居の床面および周溝底

面より出土していることから、弥勤地区で発見された住居跡同様漆塗りの工房であったと考えられる。

【中世の遺構】 (第39図)

掘立柱建物跡8棟と溝跡を発見した。このうち溝跡についてみると、SD1194・1209は発掘基準線に対

する中心線の傾きが北で25'""35度東に傾いており、SD1230はそれらと直交している。このような傾きは

建物跡a• b群と共通していることから、SD1194・1209・1230はこれらの建物跡を区画する区画構であ

ると考えられる。区画の範囲については、北側にある谷状の落ちを北端と捉えれば南北約35m、東西は40

m以上になる。このうち、南北方向の区画溝であるSD1194とSD1209は、溝が接しないよう東西に約2

mずらして幅1mほどの通路を設けている。区画内の遺構についてはほとんどが建物跡である。建物の規

模はSB 1212が桁行4問、梁行1間で北と西に張り出しが付く以外は、すべて桁行3問、梁行l間の東西

棟である。配置については前者が区画の西端付近にあるのに対し、後者はE区東半部に集中している。

N15 
W15 EWCO E15 

⑥ 

S15 

S30 

第1トレンチ
01Om  

第39図 中世の遺構模式図
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なお、これらの建物跡には数時期の変選が考えられるが、今回の調査でそれらの年代を明らかにすること

はできなかった。

次に、居住者の階層について若干の検討を行ってみたい。高崎地区に関する文献資料をみると、『留守

家文書Ji足利尊氏御判御教書」には文和元年(1352年)岩切領主留守家持に対して、「陸奥国宮城郡内余

目郷岩切 ・高崎・椿 ・荒居等村…(中略)、相{専嘗知行之上、致忠節云々者領掌不可有相違之状、如件」

とし岩切 ・高崎等の旧領安堵の沙汰を下している記録がみられる。また、延文元年(1356年)の「斯波直

持施行状」では 「留守参河松法師丸申、宮城郡内余白郷岩切 ・高時 ・荒居井新宿 ・新道・椿村南宮庄内田

在家事、任安堵状、氏家彦十郎相共、止八幡介押領、可沙汰付下地於道即之状、如件Jとあり、八幡氏が

留守氏の所領を押領していたことが記載されている。一方、『平姓八幡氏系譜』には「寛正六年四月居於

宮城群高崎村因以為氏号」とあり、寛正6年(1465年)に八幡氏の分家にあたる彦三郎盛忠が高i崎村に居

住し、「高崎」姓を名乗ったことが記されている。高崎氏の居住していた場所は本調査区の西側約150mの

地点にある「館屋敷」と呼ばれる一帯であると推定されており、現在でも土塁や空堀などが確認できる。

今回発見した造構については、周囲に南北約35m、東西40m以上の講を巡らせた屋敷跡であると考えられ

ることや、数は少ないものの輸入陶磁や施粕陶器、茶臼(註9)などが出土している。このことから、居

住者については武士階級であったと考えられ、文献資料に見られる八幡氏あるいは高崎氏と関係があった

可能性が高い。

註 1:宮械県教育委員会 『山王途跡lJ 宮城県文化材調筆報告む第161築

註2:多賀城市教育委員会 r山王 ・高崎途跡発掘調査概報』 多賀城市文化財調査報告替第2集 1981 

註3・多賀城市埋産主文化財調査センター他 『山王遺跡』一第10次発掘調査機報一多賀城市文化財調査報告曾第27集 1991 

註4:宮城県教育委員会 『山王遺跡VJー多賀前地区考察編一宮減県文化財調査報告書第147集 1997 

註5:宮城県教脊委員会「清水遺跡Jr東北新幹線関係巡跡調査報告曾』 宮城県文化材調査報告替第77築 1981 

註6:中野附久「岩手羽 ・中野 生産地における編年についてJr中世常滑焼をおってJ1994 

自主7:山本信夫「中世前期の貿易陶磁器Jr概説 中世の土器 ・陶磁器J中世土器研究会編 1995 

註8:註2に同じ

註9:多賀減市:IA磁文化財調査センター 「高官奇遺跡試掘調査Jr年報5J 多賀城市文化財調査報告役第28集 1992 

V ま と め

1.今回の調査では竪穴住居跡8軒、瓶立柱建物跡9棟、柱列跡3条のほか、溝跡、土墳などを発見した。

2.竪穴住居跡のうち古墳時代中期のS11203は石製模造品の工房跡、8世紀中葉および後葉頃のSI 

1186・1211・1235は漆工房跡であると考えられる。

3.中世の掘立柱建物跡については、南北方向のSD1194・1209溝跡、東西方向のSD1230講跡によって

区画された武士階級の屋敷跡であったと考えられる。
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:三下』二子 品 J

上 :ll区全景(西より)

下 :ll区西半部竪穴住居(西より)

図版



上 :S 11186 (南より)

下 :S 11186周溝漆付着土器出土状況

図版 2
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上 S 11246 (東より〉

下 :S 11246北東部主柱穴断面

図版 5
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図版 8
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上 :S 11211 北半部(西より)

下 :S 11211周溝北東隅
周謀容がトンネJレ状に掘られており、

S D1214と連結する
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均論島齢手〉
6 
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3 8 

1.須恵器 ・高台付杯 S 11208 R 35 
2.須恵器 ・杯 S 1 1235 R 42 
3.須恵器 ・杯 S 1 1208 R 27 
4.須恵器 ・杯 S 1 1235 R 5 
5.須恵器 ・杯 S 11235 R 6 
6.須恵器 ・杯 S 11208 R 33 
7.須恵器 ・杯 S 11235 R 40 

9 8.土師器 ・杯 S 11186 R 59 
9.土師器 ・聾 S 11186 R300 S:Ys 
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l.土師器 ・甑 S 11246 R69 
2.土師器 ・盤 S 11203 R67 
3.土師器 ・聾 S 11211 R 1 
4.漆付着土器 S 11186 R 3 
5.土師器廼の内面に付着した臼玉

S 1 1203 Rl71~187 
6.石製模造品勾玉 S 11203 R24 
7.石製模造品剣 S 11203 R23 

5 I I 8 8.石製模造品円盤 S 1 1203 R22 S:Ys 
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